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兵神装備

日経サイエンス広告賞 大賞

（シリーズ３点）
企画 プロキューブ
制作 オー・サンクス
CD 渡邉　誠（プロキューブ）
AD 岡田邦栄（オー・サンクス）、村山史洋（オー・サンクス）
D 村山史洋
C 秋本　修（オー・サンクス）

兵神装備

2021年9月号 ・ 日経サイエンス2ページ
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2021年10月号 ・ 日経サイエンス2ページ

2021年11月号 ・ 日経サイエンス2ページ
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中谷医工計測技術振興財団

日経サイエンス広告賞 最優秀賞

（シリーズ 12 点）
企画・制作 中谷医工計測技術振興財団、朝日広告社
CD 寶田　馨（中谷医工計測技術振興財団）、堀川　潤（中谷医工計測技術振興財団）
AD 三井康司（朝日広告社）、星出久美（朝日広告社）
D 夏目行雄（フリー）
C 田邊忠彦（フリー）

中谷医工計測技術振興財団
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

高等学校 中 学 校 小 学 校

●実施担当
　釜萢陽子 教諭
●活動のモットー
　子供たちの中から「調べてみたい」と
いう興味を引き出したい。そのために、
子供たちが本物の体験をし、経験者か
ら直接話を聞くことを大切にしている。

　釧路湿原で有名な北海道釧路市は、日
本で唯一となった坑内堀炭鉱が残る石
炭の町でもある。太平洋炭礦（現・釧路
コールマインの前身）の創業者が炭鉱労
働者の子供たちの教育を目的に設立し
た経緯を持つ釧路市立湖畔小学校は、
校庭から載積した石炭の山を望め、周囲
には多くの炭鉱 OB が住む。こうした状
況を活用すべく、同校では 3 年生以上
の社会や理科、総合的な学習の時間を利
用して、身近にある石炭を軸にエネル
ギー環境教育を行っている。
　具体的には、担当である釜萢（かまや

ち）陽子教諭の「実体験主義」に基づき、昨年
廃止になった石炭列車の見学や炭鉱OBから
の聞き取り、近年使われなくなった石炭ストー
ブの体験授業や火力発電実験を行ってきた。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。

〒141-0032 東京都品川区大崎1丁目2番2号 アートヴィレッジ大崎 セントラルタワー8階

検索検索中谷財団

体験的な学習を通して、エネルギーの安定供給についての見方・考え方を育む。体験的な学習を通して、エネルギーの安定供給についての見方・考え方を育む。

（令和2年度個別助成）

炭鉱の町で学ぶエネルギーの未来炭鉱の町で学ぶエネルギーの未来

　炭鉱OBからズリ（選炭後の捨石）をレ
ンガなどに再利用していたことを聞いて
感心する児童や、「石炭の燃える匂いが
好き」という児童など、反応は様々だ。釜
萢教諭は「五感を使って実際に体験する
ことで興味を持てるようになってほしい
です」と話す。
　その期待どおり、5 年生は体験授業を
通して生じた疑問を数グループに分かれ
て調査したが、釧路と夕張で石炭の質が
違うことを調べたり、石炭の輸入元や使
い道を調べたり、釧路石炭マップを作っ

たりと、児童たちの興味は多岐にわたった。
また、実体験という意味では 2018 年のブラッ
クアウトも記憶に新しく、最適なエネルギー
ミックスについて調べたグループもあった。
こうした姿に釜萢教諭は、「自分たちで調べて
いくなかで、どういう社会にしていきたいかと
いうことを考える力をつけてほしいです」とさ
らに期待を膨らませていた。

ど
う
い
う
社
会
に
し
た
い
か
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え
る
力

科
学
教
育を

通じて
つくる,発展

する
力

「
実
体
験
主
義
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エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

釧路市立湖畔小学校釧路市立湖畔小学校

設　立：1918年
生徒数：330人
所在地：北海道釧路市武佐２丁目２７番１６号

炭鉱従業員の子弟のために開校した創立 102
年の伝統校。地域とのつながりから、挨拶
と「ありがとう」の言葉を大切にしている。

学 校 概 要

●実施担当
　釜萢陽子 教諭
●活動のモットー

石炭ストーブの体験授業風景（石炭の温かさを体験）

ち）陽子教諭の「実体験主義」に基づき、昨年
Bから

の聞き取り、近年使われなくなった石炭ストー
ブの体験授業や火力発電実験を行ってきた。 昨年廃止になった石炭列車を見学

ことで興味を持てるようになってほしい
です」と話す。
　その期待どおり、5 年生は体験授業を
通して生じた疑問を数グループに分かれ
て調査したが、釧路と夕張で石炭の質が
違うことを調べたり、石炭の輸入元や使
い道を調べたり、釧路石炭マップを作っ

ど
う
い
う
社
会
に
し
た
い
か
考
え
る
力

釧路石炭マップは「第30回 私たちの身のまわりの
環境地図作品展」（環境地図教育研究会）で

優良賞を獲得した

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

北海道釧路市武佐２丁目２７番１６号

年の伝統校。地域とのつながりから、挨拶
と「ありがとう」の言葉を大切にしている。

体験授業後の発表（わかったことなど）

2020年12月号 ・ 日経サイエンス1ページ
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

高等学校 中 学 校 小 学 校

●実施担当
　川上吉彦 教諭
●活動のモットー
何事も突き詰めなければ本質は見え
ない。生徒がそういう姿勢になるよう
に、身近なものを題材にすることでモ
チベーションをあげようと考えている。

長崎県の壱岐島は、国生み神話に登
場し、「魏志倭人伝」などにも「一支國
（一大國）」と記された古代史の舞台だ。
現代では「世界有数の漁場」といわれる玄
界灘の海洋資源を活かした水産業がさ
かんなことから、長崎県立壱岐高等学校
では「総合的な探究の時間」などで海を
題材とした探究活動を展開してきた。
　しかし、今年度は新型コロナの影響
で、例年行っていた定置網漁体験などが
中止された。10月に入り、ようやく班に分
かれての魚の解剖実習やポスター発表を
実施。「魚の胃・腸の長さと食性」を調

査テーマとした理系クラス2年生の林駿介さん
と野田夏乃子さんは「相手にわかってもらえる
よう、きちんと根拠を示すことに苦労しまし
た」と、伝える難しさを実感できたようだ。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。

〒141-0032 東京都品川区大崎1丁目2番2号 アートヴィレッジ大崎 セントラルタワー8階

検索検索中谷財団

「壱岐を知り、壱岐を守る」～海と海洋資源を守り、海を活かした持続可能なまちづくりを目指して～「壱岐を知り、壱岐を守る」～海と海洋資源を守り、海を活かした持続可能なまちづくりを目指して～

（令和2年度個別助成）

歴史の島で育まれる海洋環境意識歴史の島で育まれる海洋環境意識

　とはいえ、やはり定置網漁体験などの
中止については「やりたかったです」（野
田さん）と残念そうだ。同様の無念さは、
担当の川上吉彦教諭も抱く。
　近年、島では海水温上昇が原因とされ
る磯焼けが進み、壱岐市は2019年9月、
全国初となる「気象非常事態宣言」を発
出した。また、漂着ゴミ問題なども深刻
化しており、川上教諭は「身近な海での
体験を通して環境問題を実感してほし
かったのですが……」と語る。
　ただし、生徒自身はそれぞれに環境問

題を感じとっているようだ。砂浜清掃ボラン
ティアに参加した経験のある理系クラス 2 年
生の青柳圭太朗さんは、「海外からのプラス
チックゴミの多さに驚きました。まずはその現
状を、海外を含めて広く知らせることが必要だ
と感じました」と解決策にも思いを致す。長く
歴史を持続してきた島で、環境のサステナビリ
ティ意識も育まれつつある。

生
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長崎県立壱岐高等学校長崎県立壱岐高等学校

設　立：1909年
生徒数：437人
長崎県壱岐市郷ノ浦町片原触８８

『自律 明朗 友愛』を校訓とする伝統校。
普通科内の専門コースとして「東アジア歴
史・中国語コース」を設置している。

学 校 概 要

●実施担当
　川上吉彦 教諭
●活動のモットー

魚の解剖実験 ポスター発表会

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

普通科内の専門コースとして「東アジア歴

船上での定置網漁業体験

年生の林駿介さん
と野田夏乃子さんは「相手にわかってもらえる

きちんと根拠を示すことに苦労しまし
伝える難しさを実感できたようだ。

　とはいえ、やはり定置網漁体験などの
中止については「やりたかったです」（野生

徒
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
る
環
境
問
題

探究活動に励む生徒たちと、壱岐高校OBでもある川上教諭
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

高等学校 中 学 校 小 学 校

●実施担当
　森田直之 教諭
●活動のモットー
生徒には研究環境や学会参加などの「場
（機会）」だけを提供するようにしている。
それをどう活用するかを考えることが主
体性を育てる契機にもなると考える。

　2020 年 12月、東京都立科学技術高等
学校科学研究部生活科学班の3年生が、
ICEPP 2020（環境汚染と予防に関する
国際会議）にオンライン参加して国際学
会デビューを果たした。発表者の花澤希
望さんは「専門用語に苦労しました」と
言いつつも、校内の英語学習プログラム
で身に着けた英語力を駆使。担当の森田
直之教諭は「高校生の参加は珍しいこと
ですが、質疑にもしっかりと対応していま
した」と言う。
　こうした活動の結果、今夏には部員た
ちの論文「臭素化プラスチックの熱分解

処理における組成比の異なるハイドロタルサイ
ト添加による効果（邦題）」が、世界最大級の学
術書誌・引用データベース「Scopus」に登録さ
れることが決定している。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。

〒141-0032 東京都品川区大崎1丁目2番2号 アートヴィレッジ大崎 セントラルタワー8階

検索検索中谷財団

廃プラスチックの熱分解によるリサイクル技術に関する研究廃プラスチックの熱分解によるリサイクル技術に関する研究

（令和2年度個別助成）

国際学会で研究成果を発表！国際学会で研究成果を発表！

　科学研究部ではハイドロタルサイト
（HT）による臭素回収の研究を 2017 年
度から始めたが、19 年に転機が訪れた。
研究に行き詰まった部員が HT の製造
元である協和化学工業（香川県坂出市）
の「お客様相談室」に相談したところ、
同社の研究者が興味を示したのだ。以
後、同社を訪問してHTの合成方法など
を教わったほか、現在も定期的にリモー
トで意見交換をしている。森田教諭は
「対等な研究者として議論している姿に
は驚かされます」と話す。

　また、リサイクルの採算性評価についても部
員自ら研究者を探し出し、LCA（ライフサイク
ルアセスメント）という評価方法を学んだ。
こうした経験から、前出の花澤さんは「様々な
人の協力で研究を進められていると実感でき、
人とのつながりを大切にするようになりまし
た」と言う。これこそが、高校生にして論文が
Scopus に登録されるという快挙につながった
最大の原因といえそうだ。
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東京都立科学技術高等学校東京都立科学技術高等学校

設　立：2001年
生徒数：630人
所在地：東京都江東区大島１丁目２-３１

都立高校初の「科学技術科」を設置した新
設校。平成 30 年度から東京都教育委員会の
「理数リーディング校」に指定されている。

学 校 概 要

●実施担当
　森田直之 教諭
●活動のモットー

協和化学工業での実験の様子

LCAという評価方法について
東京大学・森口祐一教授と意見交換

生徒には研究環境や学会参加などの「場
だけを提供するようにしている。

それをどう活用するかを考えることが主
体性を育てる契機にもなると考える。

都立高校初の「科学技術科」を設置した新

国際学会での様子

処理における組成比の異なるハイドロタルサイ
ト添加による効果（邦題）」が、世界最大級の学
術書誌・引用データベース「Scopus」に登録さ

　科学研究部ではハイドロタルサイト
（HT）による臭素回収の研究を 2017 年人

と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
実
感

国際学会デビューに先立つ2020年10月には、国際ジャーナル誌に投稿した論文が査読を通過している

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

人とのつながりを大切にするようになりまし
た」と言う。これこそが、高校生にして論文が
Scopus に登録されるという快挙につながった
最大の原因といえそうだ。

0 年度から東京都教育委員会の
「理数リーディング校」に指定されている。

会社訪問時の花澤希望さんと鳥塚萌海さん。
ともに将来は環境系の研究者をめざしている
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

高等学校 中 学 校 小 学 校

●実施担当
　岡田智宏 教諭
●活動のモットー
生徒たちに自己有用感を高めてほしい。
そのために、コミュニケーション力の
向上と命を預かる責任感、そして挨拶
の大切さ（礼儀礼節）を重んじている。

　香川県立多度津高等学校は瀬戸内海
で水産科を有する伝統校だ。その生物
科学部では大小 90 の水槽で約 100 種
の水生生物を飼育しており、「ミニ水族
館」として一般公開している。
　最初は小規模な飼育だったが、水槽が
増えるにつれて注目が集まり、5 年前の
文化祭でミニ水族館の展示を行った。そ
こでの反響から定期的な一般公開へと
つながり、昨年度は 6 回の公開で延べ
2300人が来場したほか、地元小学校な
どからの見学依頼も受け入れた。
　なかでも好評なのは部員による飼育生

物の説明だ。2年生の徳原光さんは「最初はコ
ミュニケーションで苦労しましたが、回を重ね
るうちに質問への対応力もついたと思います」
と昨年度の自身を振り返る。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。
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「ミニ水族館」一般公開による水産生物学習「ミニ水族館」一般公開による水産生物学習

（令和2年度個別助成）

年間2300人が来場する名物部活動年間2300人が来場する名物部活動

　今年度のミニ水族館では「生物多
様性の大切さ」といったテーマの展
示を企画していた。ため池の多い香
川県では不法に外来魚が放流される
例が多く、生物科学部ではそうした
池での在来種・外来種研究も行って
いたからだ。
　それも新型コロナ禍で 8 月に再開
されるまで中止を余儀なくされたが、
部員たちが最も気にかけたのは飼育
生物のことだ。2 年生で部長の高谷
晃さんは「緊急事態宣言中は何もで

きませんでした」と悔やむが、こればかり
はどうしようもない。学校にいる先生にメー
ルや電話で様子を尋ねることしかできず、
貴重なナマズ類など多くの生物を失った。
顧問の岡田智宏教諭は「大切に世話を

してきた生物の死に、部員たちは大きな衝
撃を受けました」と言いつつも、「そのこと
で、活動の目的のひとつである『命を預
かっているという責任感』は増したと感じ
ています」と話していた。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
高
ま
っ
た
責
任
感

科
学
教
育を

通じて
つくる,発展

する
力

地
元
小
学
校
な
ど
か
ら
の
見
学
依
頼
も

香川県立多度津高等学校香川県立多度津高等学校

設　立：1922年
生徒数：575人
所在地：香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目１番８２号

「清明強和」を校訓に、工業系・水産系の
6学科、および進学コースなどが設置されて
いる。来年、創立 100 周年を迎える伝統校。

学 校 概 要

　なかでも好評なのは部員による飼育生
年生の徳原光さんは「最初はコ

ミュニケーションで苦労しましたが、回を重ね
るうちに質問への対応力もついたと思います」

生物科学部のメンバー

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

香川県仲多度郡多度津町栄町１丁目１番８２号

および進学コースなどが設置されて
いる。来年、創立 100 周年を迎える伝統校。

水槽のメンテナンスは入念に

前部長の松井穂里さんと部長の高谷晃さん

生徒たちに自己有用感を高めてほしい。
そのために、コミュニケーション力の
向上と命を預かる責任感、そして挨拶

きませんでした
はどうしようもな
ルや電話で様子を尋ねることしかできず、
貴重なナマズ類など多くの生物を失った。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
高
ま
っ
た
責
任
感

スッポンモドキにエサとなるバナナをあたえる部員

●実施担当
　岡田智宏 教諭
●活動のモットー

8月に再開されたミニ水族館、一般公開の様子
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

高等学校 中 学 校 小 学 校

●実施担当
　川勝和哉 主幹教諭
●活動のモットー
議論から新しい発想を引き出せるよう
グループ研究を基本とする。また、身近
なテーマを、特別な機器などを用いず
に扱うことで思考の訓練を促す。

2020 年 11 月の兵庫県高等学校総合
文化祭（総文祭）自然科学部門発表会
で、兵庫県立姫路東高等学校の科学部
は総合最優秀賞と地学部門最優秀賞を
獲得して共に全国総文祭出場を決めた。
　総合最優秀賞になった「プラズマ班」
の研究は、シャープペンシルの芯を電子
レンジで加熱した際に発生するプラズマ
の解明だ。京都大学での科学イベントで
知った現象だが、炭素が主成分の芯から
なぜナトリウムを特徴づける黄色いプラ
ズマが発生するのかはわかっていなかっ
た。そこで京大の先生が言った「誰か解

明してくれないかな」という言葉を受けて研究
を始めたのだ。科学部部長の岩本澪治さんは
「誰も解明していないからこそ挑戦しようと思
いました」と話す。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。
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検索検索中谷財団

電子レンジ内で発生するプラズマの分析―シャープペンシルからなぜナトリウムの強い輝線が現れるのか―電子レンジ内で発生するプラズマの分析―シャープペンシルからなぜナトリウムの強い輝線が現れるのか―

（令和2年度個別助成）

謎のプラズマ現象を解明！謎のプラズマ現象を解明！

　以後、研究者の助言を得ながら自作分
光器などを用いて研究を重ねた結果、芯
が導体となり、その支持台としていた陶
製箸置きの成分がプラズマを発生させて
いたことを突き止める。顧問の川勝和哉
主幹教諭は「私がやるのは論理性の確
認や新しい発想・工夫を引き出す助言
で、研究はテーマ決めから部員の自主性
に任せています」と話し、自ら結論を導
いた部員たちを評価していた。
　ただし、本人たちは外部の評価に驚い
ているようで、総文祭の総合最優秀賞に
も岩本さんや副部長の奥見啓史さんは

「『うまく発表できなかったのに何で？』と思い
ました」と話す。プラズマ班の山本夏希さんも
「川勝先生から質問の意図を正確に把握でき
るようになったと言われましたが、自分ではよ
くわかりません」と戸惑う。これに対し、川勝
主幹教諭は「自分では気づかないものです
が、傍にいると成長がわかります」と目を細め
ていた。

自
分
で
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き

科
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解
明
し
て
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こ
と
に
挑
戦

兵庫県立姫路東高等学校兵庫県立姫路東高等学校

設　立：1909年
生徒数：830人
兵庫県姫路市本町６８番地７０

『自主　創造　友愛』を校訓とする伝統校。
令和 2 年度からは「スーパーサイエンスハ
イスクール」に指定されている。

学 校 概 要

●実施担当
　川勝和哉 主幹教諭

研究のきっかけになった京都大学
「ひらめきときめきサイエンス」（2019年8月）の様子

DVD-Rの盤面などを用いた分光器
自作ながら高分解能を実現した
DVD-Rの盤面などを用いた分光器
自作ながら高分解能を実現した

電子レンジ内で発生させたプラズマ

科学部は、
全国レベルの
コンクールでも
優秀賞や奨励賞など、
数多くの賞を
受賞している

明してくれないかな」という言葉を受けて研究
科学部部長の岩本澪治さんは

「誰も解明していないからこそ挑戦しようと思

　以後、研究者の助言を得ながら自作分
光器などを用いて研究を重ねた結果、芯自

分
で
は
気
づ
い
て
い
な
い
成
長
に
驚
き

部員たちは研究活動のほか、近隣の小学生を対象にした実験教室なども実施し、「伝える技術」を磨いている

2021年2月号 ・ 日経サイエンス1ページ

2021年4月号 ・ 日経サイエンス1ページ

2021年1月号 ・ 日経サイエンス1ページ

2021年3月号 ・ 日経サイエンス1ページ

第
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賞
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賞
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M
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広
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賞

第
12
回
日
経
電
子
版
広
告
賞

第
50
回
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
広
告
賞
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学生の手で役立つ防災・環境教育を学生の手で役立つ防災・環境教育を
高専生による離島における小学生を対象とした防災・環境教育プログラムの構築高専生による離島における小学生を対象とした防災・環境教育プログラムの構築

　瀬戸内海に浮かぶ
ゆ げ
弓削島は、本州や四国と橋でつな

がっていない離島だ。同島の弓削商船高等専門学校
では、離島が抱える課題を工学的視点から解決する
「離島工学」を提唱しており、2020 年度には科学実験
同好会を中心とした学生たちが上島町立弓削小学校で
離島における防災や環境に関する出前授業を行った。
　新型コロナの影響で当初の予定どおりにはいかな
かったものの、弓削小で授業が再開された5月には、
急遽、工業用紙タオルなどを用いた簡易マスク作り講座
を実施する柔軟性を見せた。
　発案者である3 年生の岩部悠紀さんは「全国的に深
刻なマスク不足だったので、離島ではもっとマスクが手
に入りにくいだろうと思って考えつきました」と話す。

（プログラム助成）

　こうした課題解決型の方針は活動のバッ
クボーンとなっている。例えば、簡易ポンプ
製作の出前授業は、「平成30年7月豪雨」で
弓削島が断水被害を受けた経験から発案さ
れた。また、広島市の実家で 7月豪雨に見舞
われ、一時避難した経験をもつ2年生の上野
智貴さんは防災士の資格を取得。同じ瀬戸
内海の

はかた
伯方島に実家がある2年生の岩本大

輝さんは
とうしょ
島嶼における南海トラフ地震の被

害を研究するなど、個々の学生にも自主的な
課題解決型の姿勢が浸透している。
　担当の伊藤武志教授も「活動は学生の自
主的な動きで成り立っています」と話す。ま
た、「学生に頼りきってしまうこともあって
……そういえば CM 作りはどうなってる？」
と問うと、上野さんが「もうすぐ完成です」
と答えた。環境教育の出前授業の成果を
CMにまとめており、4月から町営ケーブルテ
レビで放映される。ここでも学生の自主性が
発揮されている。

急遽簡易マスク作り講座を実施

自主的な課題解決型の姿勢

独 立 行 政 法 人 
国立高等専門学校機構 弓削商船高等専門学校
科学教育を通じてつくる, 発展する力科学教育を通じてつくる, 発展する力

設　立：1901年
生徒数：647人
所在地：愛媛県越智郡上島町弓削
           下弓削1000番地

商船・電子機械工学・情報工学の 3 学科
を設置。高度化・多様化する科学技術に
柔軟に対応できる人材の育成などを掲げ
る伝統校。

学
校
概
要

●実施担当
　伊藤武志 教授
●活動のモットー
学生がやりたいことをできる“活動の場”の
提供に注力している。また、地域の活性化は
常に考えていて、そのうえで活動を楽しんで
くれればと思う。

●実施担当
　伊藤武志 教授

弓削小で行われた大気観測実験の様子

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

と答えた
CMにまとめており、
レビで放映される
発揮されている。小型ロケットストーブでの燃焼実験の出前授業

　発案者である3 年生の岩部悠紀さんは「全国的に深
離島ではもっとマスクが手

と話す。

自主的な課題解決型の姿勢

学生たちは、自身の体験や思いを活動に生かしている

われ
智貴さんは防災士の資格を取得
内海の
輝さんは
害を研究するなど、個々の学生にも自主的な
課題解決型の姿勢が浸透している。学生がやりたいことをできる“活動の場”の

アクリル模型を用いた手押しポンプの実演
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ミツバチが好む餌を開発するミツバチが好む餌を開発する
ミツバチ嗜好香気成分の代用花粉への添加研究
－花粉荷の香気成分分析によるミツバチが好む香りの特定と利用－
ミツバチ嗜好香気成分の代用花粉への添加研究
－花粉荷の香気成分分析によるミツバチが好む香りの特定と利用－

　大阪府北部の住宅地にある大阪府立園芸高等学校
は、大阪の府立高校では最も広い約 11ha の敷地面積
を有する。
　同校のハニービーサイエンスクラブは、その名の通り
ミツバチに関する研究を行う部活動だ。「都市型小規模
養蜂」全般についての研究を始め、最近はミツバチが
好む香り成分を添加した、より給餌効果の高い代用花
粉（ミツバチの餌）の開発に取り組んでいる。
コンテストなどでも豊富な受賞歴を持ち、3年生の福井

心さんは、研究発表を通して「人前で話すことが苦手で
したが、以前より堂 と々意見を言えるようになりました」
と話す。担当の尾崎幸仁教諭は「失敗してもいいから、
経験を重ねることが大切だと考えています」と話す。

（個別助成）

　経験という点で言えば、最初はミツバチを
怖がっていた生徒も「すぐに虫全般を嫌が
らなくなりましたし、『こんな花にもミツバチ
が来ていた』と、普段から自然に対して観察
の眼を向けるようになりました」と尾崎教諭
は言う。福井さんも「調べれば調べるほど、
ミツバチやミツバチが利用する草花の魅力
がわかって面白い」と話す。
　とはいえ、去年からはコロナ禍で思い通り
の活動ができず、部員たちは「ミツバチに触
れる時間が少なくて物足りません」と嘆く。
近隣の保育園に赴いて実施していたハチミ
ツ絞りの出前授業も中止になった。それで
も、「行けないなら来てもらおう」という発想
の転換で、現在校内に園児用のヒマワリの
迷路を作製中だ。尾崎教諭は「これも状況
次第でどうなるか……」と心配しつつも、今
やれることをやろうとする部員たちの姿勢に
頼もしさを感じているようだった。

失敗しても経験を重ねることが大切

調べれば調べるほど面白い

大阪府立園芸高等学校
科学教育を通じてつくる, 発展する力科学教育を通じてつくる, 発展する力

設　立：1915年
生徒数：600人
所在地：池田市八王寺2-5-1

フラワーファクトリ科、環境緑化科、バイオ
サイエンス科を設け、社会や産業の発展に
貢献できる人材の育成を目指す実業伝統校

学
校
概
要

●実施担当
　尾崎幸仁 教諭
●活動のモットー
「生徒がやりたいことには反対しない」
「やってみなければ始まらない」という考え
から、そのための環境づくりに注力するこ
とを心がけている。

●実施担当
　尾崎幸仁 教諭

保育園でのミツバチ体験風景（2019年実施風景）

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

サイエンス科を設け、社会や産業の発展に
実業伝統校

採れたてのハチミツが味わえるのは
活動の楽しみのひとつ

「人前で話すことが苦手で
したが、以前より堂 と々意見を言えるようになりました」

「失敗してもいいから、
と話す。

調べれば調べるほど面白い

園芸高校ハニービーサイエンスクラブの部員たち

「生徒がやりたいことには反対しない」

ミツバチの花粉団子を選り分ける
地道な作業が続く
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

高等学校 中 学 校 小 学 校

●実施担当
　鈴木奈保美 教諭
●活動のモットー
「なんでだろう」と感じたことは、児童自
身の問題解決能力の育成につながる。
そのために、ワクワク感や面白さで興味
を持たせることに腐心している。

　東日本大震災から 10 年を経た東北地
方だが、復興はまだまだ道半ばだ。宮城
県気仙沼市立面瀬小学校も沿岸部の学
区では今も槌音が絶えないが、校舎には
児童たちの元気な声が響く。そんな面瀬
小で話題になっているのが、2019 年 7月
に校庭の南斜面下に作ったビオトープ、
通称「オモトープ」だ。
　もともと湧水があった場所に窪地を
掘って10匹ほどのメダカを放したところ、
昆虫や水生生物、鳥類も訪れるように
なった。児童たちは身近な生物の宝庫に

目を輝かせた。なかでも生き物好きの 4年生・
畠山景さん、千葉優星さん、稲葉康介さん、千
葉柊吾さんの調査と観察は詳細で、2021年2月
には中谷財団・科学教育振興助成の成果発
表会で奨励賞を獲得した。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。

〒141-0032 東京都品川区大崎1丁目2番2号 アートヴィレッジ大崎 セントラルタワー8階

検索検索中谷財団

学校ビオトープを活用した理科学習の充実学校ビオトープを活用した理科学習の充実

（令和2年度個別助成）

「オモトープ調査隊」がゆく！「オモトープ調査隊」がゆく！

担当の鈴木奈保美教諭は「観察は授業
内だけで済ませがちですが、『いい気づ
き』は授業外にあります」と言う。そこ
で、理科の授業ではチョウの卵をグルー
プごとに配布して羽化までを毎日観察さ
せた。これによって愛着がわいた児童は
生物に興味を持つ。その延長線上にオモ
トープ観察があったのだ。
　効果はてきめんだった。前出の4人を
中心に、児童たちは発見した生物のス
ケッチを自主的に廊下に掲示するように
なった。また、毎日欠かさずオモトープと

湧水の水温を計り続け、年間を通して湧水温
があまり変わらないことなども突き止めた。
こうした児童の熱意をくみ取った谷山知宏校
長は、12月にオモトープを倍近くに広げる拡張
工事を実施。今春の本格稼働を前に、「ミズカ
マキリが増えているのでその卵を見つけたい」
「ヨシノボリやスジエビなど、面瀬川にいる生物
を育ててみたい」など、児童の興味と探究心も
さらに広がっている。

さ
ら
に
広
が
る
興
味
と
探
究
心

科
学
教
育を

通じて
つくる,発展

する
力

成
果
発
表
会
で
奨
励
賞
を
獲
得

宮城県気仙沼市立面瀬小学校宮城県気仙沼市立面瀬小学校

設　立：1984年
生徒数：256人
所在地：気仙沼市松崎下赤田58番地

2008 年にユネスコスクールに加盟。サステ
ナブル社会の担い手を育てる「ESD（持続
可能な開発のための教育）を推進している。

学 校 概 要

●実施担当
　鈴木奈保美 教諭

水辺に集まる生物に児童たちも興味津々

「なんでだろう」と感じたことは、児童自
身の問題解決能力の育成につながる。
そのために、ワクワク感や面白さで興味

湧水の水温を計り続け、年間を通して湧水温
があまり変わらないことなども突き止めた
こうした児童の熱意をくみ取った谷山知宏校
長は、
工事を実施2008 年にユネスコスクールに加盟。サステ

崖からの湧水をパイプ（写真左上）で導引している

畠山景さん、千葉優星さん、稲葉康介さん、千
1年2月

には中谷財団・科学教育振興助成の成果発

担当の鈴木奈保美教諭は「観察は授業
内だけで済ませがちですが、『いい気づ

成果発表会でオンライン発表を行った、「オモトープ調査隊」の4人組

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

マキリが増えているのでその卵を見つけたい」
「ヨシノボリやスジエビなど、面瀬川にいる生物
を育ててみたい」など、児童の興味と探究心も
さらに広がっている。

ナブル社会の担い手を育てる「ESD（持続
可能な開発のための教育）を推進している。

生物発見レポートの掲示もどんどん増えている

さ
ら
に
広
が
る
興
味
と
探
究
心

オモトープは学校のシンボルになりつつある
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。
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検索検索中谷財団

豊かな海を生かした教育豊かな海を生かした教育
うかわっ子海洋教育推進プログラムうかわっ子海洋教育推進プログラム

石川県能登町は、波が穏やかな能登半島の内海に
位置する。町の教育委員会では「海洋教育には学力向
上に必要な要素が詰まっている」という考えから、「人
の話を聞き、自分で進んで行動し、自主的に学ぶ力」を
育むべく、自然を生かした海洋教育に注力している。
　町のほぼ南端に位置する能登町立鵜川小学校でも、
磯観察やヒラメの稚魚の放流、ウニの受精卵の観察の
ほか、特産品であるイカをテーマにした観光交流施設
の見学などを行ってきた。
　これらの活動を通して担当の梅木大嗣教諭が感じ
たのは、児童たちが身近な自然の良さを知らないこと
だ。「近くに海があるのですが、釣り体験ではほとんど
の児童が初めての経験だったのです」と語る。

（プログラム助成）

　それでも成果はじわりと表れはじめてい
る。新型コロナの影響で各行事が延期・短
縮されるなか、鵜川小では児童たちが「や
れる範囲でやりたいこと」を考えて校長にプ
レゼンテーションするようになった。そうし
て実現したのが「鵜川の海での釣り体験」
だった。
　梅木教諭は「前回、遠足で行った能登町小
木地区での釣り体験が忘れられなかったよ
うです。また、少し離れただけの鵜川の海で
は違う魚が釣れることにも興味を示していま
した」と話す。永草いづみ校長は「釣り自体
も楽しかったようですが、友達や上級生がエ
サの付け方や針の外し方などを教えてくれ
た、その思いやりがうれしかったようです」
と、児童同士の交流の深まりに注目する。
　現在のコロナ禍で、以前は行われていた町
内の小中学校との海洋教育交流は停滞して
いるが、今年度はICTを駆使して他校との交
流を一層進めていく予定だ。

身近な自然にもっと触れてほしい

児童同士の交流の深まりに注目

石川県能登町立鵜川小学校
科学教育を通じてつくる, 発展する力科学教育を通じてつくる, 発展する力

設　立：1873年
生徒数：52人
所在地：石川県鳳珠郡能登町鵜川25-28

幕末・明治の教育者・原勤堂、江戸時代の横綱・阿
武松緑之助、自らの命を顧みず乗員の命を救った
「東海丸」の船長・久田佐助。鵜川出身の三偉人
になぞらえた「知徳体」の教えを受け継ぐ伝統校。

学
校
概
要

●実施担当
　梅木大嗣 教諭
●活動のモットー
まずは身近に豊かな自然があることを知っ
てほしい。そのうえで地元の良さを学んで、
鵜川を訪れた人に教えられるようになって
もらいたい。

●実施担当
　梅木大嗣 教諭

小木地区九十九湾での釣り体験。ほとんどの児童が初めての体験だった

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。
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　現在のコロナ禍で、以前は行われていた町
内の小中学校との海洋教育交流は停滞して
いるが、
流を一層進めていく予定だ。石川県鳳珠郡能登町鵜川25-28

になぞらえた「知徳体」の教えを受け継ぐ伝統校。

のと海洋ふれあいセンターで行った磯観察の様子

　これらの活動を通して担当の梅木大嗣教諭が感じ
たのは、児童たちが身近な自然の良さを知らないこと
だ。「近くに海があるのですが、釣り体験ではほとんど

児童同士の交流の深まりに注目

「海の漂流物について考えよう」をテーマにゴミ拾いを実施

て実現したの
だった。
　梅木教諭
木地区での釣り体験が忘れられなかったよ
うです
は違う魚が釣れることにも興味を示していま
した」

まずは身近に豊かな自然があることを知っ
てほしい。そのうえで地元の良さを学んで、

小木地区九十九湾での釣り体験。ほとんどの児童が初めての体験だった

教室で育てたヒラメの稚魚を鵜川の海に放流

2021年6月号 ・ 日経サイエンス1ページ

2021年8月号 ・ 日経サイエンス1ページ

2021年5月号 ・ 日経サイエンス1ページ

2021年7月号 ・ 日経サイエンス1ページ
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。
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検索検索中谷財団

化学を通して地域の人をつなぐ化学を通して地域の人をつなぐ
高校生による地域に科学の楽しさを伝える活動高校生による地域に科学の楽しさを伝える活動

　本州最西端の下関市に位置する山口県立下関工科
高等学校の化学研究部は、前身である下関中央工業高
校化学工業科時代の 2010 年から、地元の児童や保護
者を対象に科学教室や出前授業を行ってきた。近年で
は、町づくり協議会などからの地域イベントへの出展依
頼や、小学校教諭向けのプログラミング教室の開催依
頼も来るようになっている。
　担当の桑野弘美教諭は「先輩たちからノウハウが受
け継がれているので、実験の選定や対象人数に応じた
内容の検討も部員たちに任せています」と説明する。
とはいえ、昨年は新型コロナウイルスの影響でイベント
が開催できず、この7月に再開した科学教室は、活動の
中心となる2年生にとってもほぼ初めての経験となった。

（個別助成）

　満を持しての科学教室には予定を超える
申し込みがあり、3日間のうち急遽 2 部制で
開催する日もあった。司会進行を務めた2年
生の米田凌さんは「午前の部は緊張しすぎま
したが、午後は予備実験などで準備してきた
ことを思い出して、伝えるべきことを整理し
て伝えられたと思います」と振り返る。
　翌日、そんな先輩のあとを受けて進行役を
務めた 1年生の金子拓生さんは「『説明は大
きな声で』という先輩たちのアドバイスも
あって落ち着けました。小学生たちの驚く声
や『ありがとう』という言葉がうれしかったで
す」とはにかんだ。これを聞いた桑野教諭も
「そうした声が生徒たちの自信と成長につな
がっていくのだと思っています」と微笑む。
　新型コロナの影響で途絶えかけていた先
輩から後輩へのバトンだが、「化学を通して
地域の人たちをつなぐ」という部員たちの地
域貢献への思いとともに、しっかりと受け継
がれていた。

小学校教諭向け教室の依頼も

コロナ禍でも受け継がれたバトン

山口県立下関工科高等学校
科学教育を通じてつくる, 発展する力科学教育を通じてつくる, 発展する力

設　立：2016年
生徒数：570人
所在地：山口県下関市富任町4丁目1番1号

2016 年度に下関中央工業高校と下関工業
高校が統合して開校。機械工学科、応用化
学工学科など4 学科を設置している。

学
校
概
要

●実施担当
　桑野弘美 教諭
●活動のモットー
　質問に対してわかりやすく説明するスキル
を身につけてほしい。それが、大人しい生徒
でも一歩前に出る自信につながる。

務めた 1年生の金子拓生さんは「『説明は大
きな声で』という先輩たちのアドバイスも
あって落ち着けまし
や『ありがとう』という言葉がうれしかったで
す」とはにかんだ
「そうした声が生徒たちの自信と成長につな
がっていくのだと思っています

　質問に対してわかりやすく説明するスキル
を身につけてほしい。それが、大人しい生徒 重曹やクエン酸を用いた入浴剤（バスボム）づくり

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

山口県下関市富任町4丁目1番1号 分量を間違えないように、慎重に

す」と説明する。
とはいえ、昨年は新型コロナウイルスの影響でイベント

月に再開した科学教室は、活動の
験となった。

コロナ禍でも受け継がれたバトン

理科好き、化学好きが集まる化学研究部

申し込みがあり、3日間のうち急遽 2 部制で
開催する日もあった
生の米田凌さん
したが、午後は予備実験などで準備してきた
ことを思い出して、伝えるべきことを整理し
て伝えられたと思います
　翌日、そんな先輩のあとを受けて進行役を

太陽光で色が変わるスライムに歓声があがる

●実施担当
　桑野弘美 教諭

先輩のアドバイスどおり、大きな声で進行役を務める

Ⓒ下関市Ⓒ下関市
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検索検索中谷財団

研究活動で地域の課題を解決する！研究活動で地域の課題を解決する！
SDGsの開発目標を基盤とした「身近な課題から国際貢献へのつながりを見据える」科学部の活動に向けて
－廃チョークを用いた、実験廃液からの金属イオンの分離と実社会への応用－
SDGsの開発目標を基盤とした「身近な課題から国際貢献へのつながりを見据える」科学部の活動に向けて
－廃チョークを用いた、実験廃液からの金属イオンの分離と実社会への応用－

　青森県立弘前中央高等学校は東北屈指の桜の名所
である弘前城の東に隣接する。同校の自然科学部は、
2020年の青森県高等学校総合文化祭（総文祭）自然科
学部門で最優秀賞を獲得し、7月末に始まる全国総文
祭「紀の国わかやま総文2021」への出場を決めている。
　部では複数の研究を行っているが、研究テーマには
SDGs（持続可能な開発目標）を意識するという共通点
がある。最優秀賞になったリンゴに含まれるペクチン
の研究でも、SDGsの目標12「つくる責任 つかう責任」
などを意識し、廃棄リンゴの新たな利用法を模索し
た。全国総文祭での発表を控える2 年生の竹内裕生さ
んと嘉手苅日向大さんも「地域の課題に SDGs を絡め
たことが好評価の一因だと思います」と話す。

（個別助成）

　廃チョークの金属イオン吸着能に着目し
た研究でも、顧問の柴田大毅教諭は「化学
の実験で発生する廃液などの廃棄物減量を
目指す研究で、これもSDGs の目標12 など
につながるものです」と話す。さらに、研究
を担当する2 年生の中居佑太さんは「県の
特産品であるホタテの貝殻もチョークと成分
が同じなので、将来は、それを使って川の浄
化などに役立てられないかと考えています」
と先を見据える。
　特産のリンゴに着目したペクチンの研究と
同様、ここでも地域の課題解決が出発点と
なっている。さらに中居さんは、「祖父が米
農家なので、将来は農学を研究して冷害に
強い品種の開発に携わりたい」と身近な課
題を解決する姿勢を貫く。日々の研究は根
気のいる作業の繰り返しだが、部員たちが
「楽しい」と口を揃えるのは、「目の前の課題
解決」という研究の本分に触れているからに
違いない。

研究テーマの共通点はSDGs

身近な課題が研究の出発点
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青森県立弘前中央高等学校
科学教育を通じてつくる, 発展する力科学教育を通じてつくる, 発展する力

設　立：1900年
生徒数：715人
所在地：青森県弘前市蔵主町7番地1

青森県初の高等女学校として開校し、共学
化した伝統校。県内有数の進学校だが部
活動も盛ん。講堂は市の景観重要建築物。
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●実施担当
　柴田大毅 教諭
●活動のモットー
　「科学は実験をしてこそ楽しい」という考え
のもと、本格的な実験ができる環境を整え
て、科学好きを増やしたい。

●実施担当
　柴田大毅 教諭

分光光度計を用いた検証実験

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

気のいる作業の繰り返しだが、部員たちが
「楽しい
解決」という研究の本分に触れているからに
違いない。

活動も盛ん。講堂は市の景観重要建築物。

部員たちは「本格的な実験ができて楽しい」と言う

廃棄リンゴの新たな利用法を模索し
年生の竹内裕生さ

んと嘉手苅日向大さんも「地域の課題に SDGs を絡め

身近な課題が研究の出発点

青森県総文祭最優秀賞以外にも、数々の受賞歴をもつ

特産
が同じなので、将来は、それを使って川の浄
化などに役立てられないかと考えています」

　特産のリンゴに着目したペクチンの研究と

チョーク粉末を加えた溶液を濾過する

弘前城（現在、石垣を修理中） 写真提供：弘前市
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この活動は，中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

シスメックス株式会社創立者の故・中谷太郎氏が私財を投じて設立。医工計測技術分野の発展を願い，「中谷賞」をはじめ各種研究助成，若手研究者
支援や国際交流事業を展開。さらに，すそ野拡大のため，科学教育振興活動などに対し，幅広い助成事業を行っています。

〒141-0032 東京都品川区大崎1丁目2番2号 アートヴィレッジ大崎 セントラルタワー8階

検索検索中谷財団

地元の景勝地を守りたい！地元の景勝地を守りたい！
気比の松原におけるマイクロプラスチックの実態調査気比の松原におけるマイクロプラスチックの実態調査

　福井県敦賀市にある気比の松原は、三保の松原（静
岡県）、虹の松原（佐賀県）と並んで日本三大松原に数
えられる。しかし、この北陸有数の景勝地も環境問題
と無縁ではない。約1㎞にわたって美しい砂浜が続く
が、場所によってはプラスチックごみ、特にマイクロプラ
スチックが打ち上げられている。
　これを目の当たりにして立ち上がったのが、昨年創
部したばかりの敦賀気比高校科学同好会だ。1年生の
北野遙輝さんは「きれいなことで有名な気比の松原が
汚れていると、いずれ敦賀に人が来なくなるのではな
いかと心配になります」と危機感を抱く。こうした思い
から、気比の松原のマイクロプラスチック調査という研
究テーマが自然発生的に決まった。

（個別助成）

　科学同好会では、活動を通じて「課題発見
能力・課題解決能力・コミュニケーション
能力を獲得し、持続可能な社会の実現に向
けた人材の育成」を目指している。顧問の道
白隆志教諭は「まだまだ実践できてはいま
せんが……」と言うものの、すでに部員たち
は課題発見能力を発揮して、自分たちで研究
テーマを決めた。2年生の野瀬琴羽さんは
「コロナ禍でどこにも行けなかったことで、
逆にみんなの目が地元の課題に向かったの
だと思います。また、SDGs（持続可能な開発
目標）を意識して、将来のことを考えるように
もなりました」と研究テーマ決定のプロセス
を話す。
　現在、科学同好会はマイクロプラスチック
の採取調査を重ねて材質の分析などを行っ
ているが、今後はゼブラフィッシュなどを
用いた生物への影響調査も進める予定だ。
研究の高度化に伴い、目指す人物像への成
長も大いに期待できそうだ。

マイクロプラスチックに危機感

持続可能な社会に必要な人材

嶺南学園敦賀気比高等学校
科学教育を通じてつくる, 発展する力科学教育を通じてつくる, 発展する力

設　立：1986年
生徒数：679人
所在地：福井県敦賀市沓見164号１番地

付属中学校を有する私立の中高一貫校。校
訓は「時習・自律・慈愛」。野球部は全国制覇
経験もある甲子園常連校として知られる。

学
校
概
要

●実施担当
　道白隆志 教諭
●活動のモットー
　生徒が楽しいと思うことが一番大切。
　それを原動力にいろいろなことにチャレン
ジして豊かな人生を歩んでほしい。

逆にみんなの目が地元の課題に向かったの
だと思います
目標）を意識して、将来のことを考えるように
もなりました」と研究テーマ決定のプロセス
を話す。
　現在、科学同好会はマイクロプラスチック

付属中学校を有する私立の中高一貫校 校

　生徒が楽しいと思うことが一番大切。
　それを原動力にいろいろなことにチャレン 気比の松原は生徒にとって最も身近な海水浴場だ

中谷医工計測技術振興財団の「科学教育振興助成」により行われています。

ているが
用いた生物への影響調査も進める予定だ
研究の高度化に伴い
長も大いに期待できそうだ。福井県敦賀市沓見164号１番地

経験もある甲子園常連校として知られる。

きれいな砂浜だが、場所によってはゴミが集まっている

汚れていると、いずれ敦賀に人が来なくなるのではな
いかと心配になります」と危機感を抱く。こうした思い
から、気比の松原のマイクロプラスチック調査という研

持続可能な社会に必要な人材

昨年創部したばかりの科学同好会だが、活動は活発だ

能力・課題解決能力・コミュニケーション
能力を獲得し、持続可能な社会の実現に向
けた人材の育成」を目指している
白隆志教諭
せんが……」と言うものの、すでに部員たち
は課題発見能力を発揮して、自分たちで研究
テーマを決めた

小さなマイクロプラスチックは回収が難しい

●実施担当
　道白隆志 教諭

飽和食塩水を用いてマイクロプラスチックを分離する

気比の松原気比の松原
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日
経
サ
イ
エ
ン
ス
広
告
賞

未
来
の
科
学
を
支
え
る
強
い
思
い

東
北
大
学
副
学
長

大
隅
典
子

大
賞
の
兵
神
装
備
は
、
悩
ん
で
い
る

子
供
を
大
写
し
に
し
て
、
そ
の
解
決
策

と
同
社
製
品
「
モ
ー
ノ
ポ
ン
プ
®
」
の

機
能
と
の
共
通
点
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

で
表
現
し
た
。
「
ド
ロ
ド
ロ
し
た
関

係
っ
て
難
し
い
わ
よ
ね
。」
と
つ
ぶ
や

く
少
女
の
悩
み
の
解
決
策
は
、
泥
状
の

液
体
を
送
る
ポ
ン
プ
に
つ
な
が
る
。
子

供
を
前
面
に
押
し
出
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
ら
は
、
未
来
の
科
学
技
術
を
支
え
る

人
た
ち
を
育
て
た
い
と
い
う
同
社
の
思

い
が
伝
わ
る
。

日
経
サ
イ
エ
ン
ス
と
い
う
記
事
中
心

の
誌
面
に
、
こ
う
し
た
ク
リ
エ
ー
テ
ィ

ブ
に
力
を
入
れ
た
広
告
が
載
る
こ
と

で
、
雑
誌
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
高
ま
る
だ

ろ
う
。
科
学
は
文
化
で
あ
り
、
社
会
と

心
情
的
に
も
支
え
合
わ
な
い
と
成
り
立

た
な
い
。
同
社
は
毎
年
出
稿
し
て
お

り
、
読
者
と
の
継
続
し
た
つ
な
が
り
を

持
と
う
と
す
る
熱
意
を
感
じ
る
。

最
優
秀
賞
に
は
、
中
谷
医
工
計
測
技

術
振
興
財
団
が
選
ば
れ
た
。
同
財
団
の

科
学
教
育
振
興
助
成
に
よ
る
小
・
中
・

高
の
生
徒
の
研
究
活
動
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
の
助
成
事
業
に
は
感
服
す
る
。

モ
ノ
ク
ロ
の
地
味
な
内
容
だ
が
、
長
年

続
け
る
こ
と
で
、
読
者
に
な
じ
み
深
い

ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
若
い
世
代
が
次

の
科
学
技
術
を
支
え
る
。
生
徒
た
ち

は
、
広
告
を
通
じ
て
活
動
が
紹
介
さ
れ

る
こ
と
で
励
み
と
な
る
。
こ
の
広
告
を

見
て
、
自
分
も
挑
戦
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
生
徒
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

目
を
引
い
た
の
は
東
京
都
立
科
学
技

術
高
校
だ
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
熱
分

解
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
に
つ
い

て
、
国
際
学
会
で
研
究
成
果
を
発
表
し

た
。
生
徒
も
先
生
も
、
か
な
り
努
力
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。

選
に
は
漏
れ
た
が
、
西
松
建
設
に
も

注
目
し
た
い
。
「
ジ
オ
ポ
リ
マ
ー
」
と
い

う
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
せ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
紹
介
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ

は
今
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
四
角
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
固
ま
り
の
写
真
が
目
を
引
く
。

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
、
大
事
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
誠
実
に
伝
え
て
い
る
。

日
本
製
紙
の
3
倍
長
持
ち
す
る
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
も
面
白
い
。
女
性
が
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
持
っ
た
イ
ラ
ス
ト
を

使
っ
た
。
紙
が
し
っ
か
り
巻
き
込
ん
で
あ

り
、
ゴ
ミ
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
貢
献

す
る
。
夏
休
み
企
画
「
親
と
子
の
科
学
の

冒
険
」
に
掲
載
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
が

高
ま
る
な
か
、
家
庭
で
話
題
に
な
り
そ
う

な
内
容
だ
。

リ
ガ
ク
は
、
創
業
70
周
年
広
告
に
小

惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の
写
真
を
使
っ
た
。

一
般
に
広
く
知
ら
れ
た
会
社
で
は
な
い

が
、
同
社
の
分
析
機
で
リ
ュ
ウ
グ
ウ
の

化
学
組
成
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
。

五
藤
光
学
研
究
所
の
広
告
は
い
つ

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
素
晴
ら
し

い
星
空
の
写
真
を
使
っ
て
い
て
、
コ

ピ
ー
も
す
て
き
だ
。
も
っ
と
楽
し
ま

せ
て
ほ
し
い
。

A
rithm

er

は
、
A
I
（
人
工
知

能
）
を
超
高
齢
社
会
に
ど
う
活
用
す
る

か
を
テ
ー
マ
と
し
た
対
談
を
載
せ
た
。

興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
の
時
代
な
の
で
、
様
々
な
対
談

相
手
を
登
場
さ
せ
て
ほ
し
い
。

記
事
体
広
告
が
増
え
る
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
電
子
書
籍
に
純
広
告
が
載
せ

ら
れ
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
科
学
技
術
を
進
め

る
の
は
人
な
の
で
、
兵
神
装
備
の
よ
う

に
、
心
情
に
訴
え
る
広
告
が
も
っ
と
増

え
て
ほ
し
い
。

科
学
と
ア
ー
ト
（
芸
術
）
は
別
々
の

も
の
で
は
な
い
。
融
合
す
る
と
こ
ろ
に

新
し
い
方
向
性
が
あ
る
。
現
在
の
教
育

は
S
T
E
A
M
（
科
学
・
技
術
・
工

学
・
芸
術
・
数
学
）
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
。
ア
ー
ト
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
特
徴

が
あ
る
。
生
活
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン

志
向
に
よ
っ
て
、
科
学
そ
の
も
の
が
変

わ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
変
化
を
先

取
り
す
る
広
告
に
期
待
し
た
い
。

第
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回
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第
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日
経
産
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新
聞
広
告
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第
13
回
日
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ヴ
ェ
リ
タ
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広
告
賞

第
50
回
日
経
M
J
広
告
賞

第
12
回
日
経
電
子
版
広
告
賞

第
50
回
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
広
告
賞
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